２０１３年度　公益社団法人　山形青年会議所　理事長所信（案）　Ｖｅｒ．２０
第５８代　理事長予定者　井上周士
はじめに
「時間は最も希少価値の高い資源である。時間を管理できない者は、他のなにものも管理できない。」
（ピーター F. ドラッカー）
生を授かった私たちにはみな均等に1日２４時間という時間が授けられておりますが、その価値はそれぞれ育った環境や教育によって異なっており、その価値に気づき時間を管理出来るか出来ないかで、自分自身による生き方の道しるべが大きく変わってくるのではないのでしょうか。
私たち青年会議所メンバーが活動する２０代から３０代は仕事も家庭環境も自己の成長と共に大きく様変わりする為、非常にタイトな時間の中で活動することになり、時間に対しての意識はより高いものが求められます。私の職業は青果卸売市場で、早朝より始まる仕事の中でどのように時間を切り詰め、一瞬一瞬の精度の高い判断と行動が大きく数字を左右します。私が考えるに青年会議所に費やす時間に関してもそれは同様であり、この貴重な２０代から３０代という時間を、仕事もしっかりとこなしながら家庭を大事にし、そして自己修練の場であるこの青年会議所運動に尽力していく。どちらかを完全に選択するのではなく、時間というものを貴重な資源と捉え、そして真っ向から向き合い、時間と勝負して、それぞれに対し充実した時間を費やす。それは非常に困難なことではありますが、それを理想形と捉え意識するとしないでは自分の成長度合いも大きく変わり、そしてこの青年会議所運動後の道しるべも大きく変わるはずです。「修練・奉仕・友情」を３信条とする青年会議所において、４０歳までの限られたこのＪＣ運動を貴重な時間の資源と捉え、そして自分と時間と常に向き合い、自分の更なる力を引き出すべく取り組んでいきましょう。時間と常に対峙する同じ境遇の中、己と向き合い切磋琢磨してきた私たち青年会議所メンバー、若さの中に眠る無限なる可能性をこれまで培ってきたかけがえのない仲間と共に大きな目標に向けて発揮するのは今です。
Let Your Power Shine　(あなたの力、能力を輝かせよう)

＜２０１４年ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会　夢がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたち),現実)となった今 ＞
２０１２年６月１０日、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 香港大会にて念願のＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会の開催が決定いたしました。会場にはこれまで多大なるお力をお借りし、そして力強く支えていただいた先輩諸兄、同じ山形に住まう山形ブロック協議会の同志たち、「東北はひとつ」のもと集まって下さった東北地区のメンバー、そして温かく見守っていただいた日本青年会議所やＪＣＩのメンバーの皆様。本当に多くの笑顔に包まれ素晴らしいスタートを切ることができました。これも偏に１９５５年の創立以来、愛するわがまち「やまがた」の為、情熱に満ち溢れるまちづくり運動に尽力いただいた先輩諸兄の積み重ね、そしてその集大成として１９９９年の第４８回全国会員大会山形大会を主管し開催された多大なる功績とその経験に基づいた先輩諸兄のご指導であることを心から感謝し、そしてこれからは私たち現役メンバーが新たなる未来に向けた積み重ねを行うという強い決意と情熱で確かな一歩を踏み出します。
ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会招致が大きな私たちの夢であったことに対し、これからはＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会成功に向け実質的なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたち),現実)にする時がきました。その実現の為には、各地青年会議所や行政各所へのコミットメントを始め、ＪＣの外の部分に関しても進んで山形青年会議所を発信することで、人に伝える力が試され、そのかかわりの中で人をまとめる力が備わり、様々な団体との交流や活動の中で自分自身が磨かれていく。そしてそれらを通し私たちが成長していく中で、このまちづくりを通した観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」をアジア太平洋地域により広く発信することが、必ずや更なる活力あるまち「やまがた」の創造への新たなる一歩になることを確信致します。
私たち山形青年会議所は、四維ＪＣ（ＪＣＩ 台湾）、シティ・レディＪＣ（ＪＣＩ 香港）と姉妹締結をしており、新年会や式典への参加により交流を深めてきました。また、国内には姉妹締結４８周年を迎え時には良き理解者として、時には良きライバルとして共に活動してきた倉敷ＪＣとの強い絆があります。私たちはこの友情を本年も大切に育み、メンバー間の積極的な交流を通してお互い理解しあい国内外に広がるネットワークを更に深いものとし、５年後も１０年先もお互いが高められるような絆を育みます。
＜山形市民から愛される山形大花火大会、そして共に創るＡＳＰＡＣ山形大会へ＞
２０１１年に起きた東日本大震災で開催すら危ぶまれた花火大会から２年が経過し、その厳しい背景の中、行政や企業・関係諸団体そして多くの市民ボランティアにより多大なるご理解とご尽力によりお支えいただき開催された山形大花火大会は本年３４回目を迎えます。山形の夏の風物詩でありながらも、近県からも多くの皆様からご来場いただくこの山形大花火大会。夏の夜空に咲き誇る大輪の花や色とりどりのまばゆい光、観客席からおこる拍手と輝かしい笑顔は、大会運営に携わる私たちにとって大きな励みとなり、この大会を通して毎年数多くの感動と、達成感を享受させていただいております。本年もこの山形大花火大会を山形の、そして東北の活力と捉え今後の時代に則した持続可能で市民から愛される大会になるよう様々な観点から検証し大会成功を目指します。
山形には、昔ながらの環風景や豊かな自然と食文化、そしておもてなしのこころといった豊富な魅力に溢れております。この山形で育まれた大きな力をＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会に向けて携わっていただき、活かすことを考えます。同じ山形に住み、山形を心から愛する力を公益社団法人格を有する団体として、より多くの市民や企業と連携を図り、共にムーブメントを起こし大会開催に携わっていただきながら山形の魅力を対外的に発信します。人と人とのネットワークに重点に置きながらも現代社会におけるソーシャルネットワーク等の様々なツールを駆使し、２０１４年ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会を見据えたまちづくり事業を展開します。「まちづくりはひとづくり」というように、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴに向けた市民意識を高め、おもてなしの心が循環する「やまがた」を創造します。
＜グローバルな視点から未来を見据えて＞
ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会を目指す私たちにとって、グローバルな視点で子ども達に伝えられることはどういったことが挙げられるのでしょうか。日本青年会議所が取り組んでいる事業に、国連が掲げているＵＮ　ＭＤＧｓ（国連ミレニアム開発目標）というプロジェクトがあります。２０００年９月にニューヨークで開催された国連ミレニアム・サミットで世界の絶対的貧困を半減させるという目標が設定されました。世界の生活水準が徐々に底上げになる背景の中、世界第一位の死亡原因は未だ飢えであり、約９億超える人々が飢えに苦しんでおりそれは世界人口の７人に１人に相当します。
現代生活において、満ち足りた状況にある中でも現状に感謝できず、当たり前と思っていることも多くあるのではないでしょうか。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),足)るを知る」その意味は、今を満ち足りたものとし、現状に不満を持たないということです。世界全体から今ある環境を鑑み、そして少しでも世界に目を向けながら現状に感謝し、その人たちの為に今何をすべきなのか、という問題を提起し世界的平和に向けた一歩を踏み出す力を身につけられる事業を私たちは展開していきます。
＜多くのかかわり合いの為の会員拡大＞
「人は人によって磨かれる」青年会議所に入会して以来、多くの先輩諸兄より教えていただいたこの言葉。様々な職業のメンバーと活動を通して切磋琢磨する中で、多くの価値観とぶつかり、そして共感し合い、かかわり合いの中で自分の足りなさを痛感し自分という個人を理解していく。深く自分と向き合い、その上で自身の描く理想的な考えや哲学を身に付け、リーダーシップ力を高めて行く。青年会議所の素晴らしさは人と人との出会いによるかかわり合いの機会が無限にあるということだと感じます。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会開催に向けては当然多くの人材が必要となり、既存の概念を越えた新しい力は組織として刺激となり、大きな力を生み出します。今年も数多くの出会いの中で、大きな目標に向けて動き出す私たちの活動に自信と誇りを持って様々な人たちに伝え、メンバー一丸となり会員拡大を行いましょう。
かかわり合いという無限の機会の中には、１９５５年以来熱き志を掲げ愛するまち「やまがた」の為活動いただいた約６００名の素晴らしき先輩諸兄と数多くの出会いの機会があります。先輩諸兄の努力と積み重ねに感謝し、その経験をご教示いただきながら、なによりも私たち現役メンバーとシニアメンバーとの着実な対話による「人間関係」を構築することが私たち現役メンバーとのかけがえのない絆となり、それがＬＯＭの大きな力となります。今年も先輩諸兄の多大なる功績に感謝し、そして連携を図り、更なる会員拡大に注力し、より力のあるＬＯＭを創造します。
＜東北はひとつ、山形発東北の元気を発信しよう＞
未曾有と形容される東日本大震災からはや２年が経過し、東北に大きな傷跡を残しながら時代と言う荒波の中で残酷にも風化しつつあると感じます。復興という前向きな動きはあるものの、がれきの処理問題や観光客減少の停滞、原発による放射能問題などまだまだ大きな傷跡はそのままです。世界各国から日本への来日観光客数が平年並みに戻ったというデータが出たにも拘わらず、東北への来訪者は震災後の停滞したままであるのが現状であります。
私たち山形青年会議所では本年、３４年ぶりに公益社団法人日本青年会議所東北地区担当常任理事として東北地区協議会会長を輩出します。東北はひとつを合言葉に、東北地区協議会は「新東北の再建は我々青年の仕事である」という強い自覚と責務を信念とし、この東日本大震災を風化させないよう、東北の元気の為に着実に活動を行っております。　　本年もこの大きな責務を必ずや東北復興への大きな力とし、この「山形発東北の元気」を発信します。
新たに芽吹く「東北の３つの夢」、ひとつは秋田より２０１３年度日本青年会議所会頭輩出、ひとつは私たち２０１４年ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会開催、最後に２０１５年 全国会員大会八戸大会開催、一つずつ形となっていく今は芽吹いたばかりの小さな芽が１年１年と力強く育ち、必ずや東北の大きな元気になることを確信しております。私たちは「東北の３つの夢」に一丸となって支援することは勿論のこと、このチャンスを最大限に活かしながら、山形青年会議所のさらなる飛躍の場として山形青年会議所をそして私たちＪＣ運動を積極的に発信して行きます。
＜ＪＣへのおもいと誇り＞
ＪＣはよく後継者のぼんぼんの集まりと揶揄される時があります。入会当初はそのような人が多くいるのだろうか、という強い疑念を持って人を見ていた時がありました。
事実、２代目後継者と呼ばれる私たちは世間の目も通常以上に厳しい為、今ある環境には甘える訳には行かないという強い自覚とプレッシャーを感じながら前を向いて行動しているメンバーが多くおり、それに対しての必然性とある種の安堵感を感じました。そしてサラリーマン会員と呼ばれるメンバーは企業を代表する人材の為、優秀なメンバーが多く、それぞれ時間に対しての意識は特に高いと感じます。私が見た山形青年会議所のメンバーは仕事もＪＣ活動も両立しているメンバーが大多数である事と、常に自分を高める為に前を向いて活動している事に対し深い尊敬の念と、そして誇りを持っております。
そのような優秀な仲間たちが、国内外での出会いや、数多くの事業を通じて「修練・奉仕・友情」の中で磨かれ、そして人としての器を大きくしていける団体、それが青年会議所です。よく会社や組織の規模はそのトップに立つ指導者の器に応じるものであり、指導者の器の大きさを超えて会社や組織が成長することはないと言われますが、このＪＣ活動の中で自らが楽しさを見つけ、そして必ず何か持ち帰る気持ちで取り組み、昨日の自分より少しでも前に進むことが肝要であります。他人や環境のせいにせず、共に活動する仲間や、会社での上司、部下、本当に大事な家族の支えに心から感謝し、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ 山形大会 「成功」という大きな目標に向け、明るく・元気に・前向きにみんなで活動して行きましょう。
青年会議所運動の理想は明るい豊かな社会の実現です。理想は掲げながらもしっかりと足元を見つめ、「挨拶はしっかりと行い、ありがとうという感謝の気持ちを伝え、人の欠点を見つけるのではなく、人の長所を見つけそして人の良いところを伸ばしていく」そして
一人ひとりの強みが出れば各々のやる気に繋がり、山形青年会議所全体としても大きな力となります。１人の１歩より１２５名の１歩、それらの歩みが山形を、そして東北を活性化させ、２０１４年ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会成功に向けた道になります。非常に厳しくも困難な道のりであります。しかし、１２５名全員で踏み出す１歩は必ずや大きく確かな道を切り開くはずです。多くの機会に対し何事にも真摯に向き合い自分の力に変えていく、そしてその力が活力ある山形を創造し地域を照らす燈火となるべく、共に歩んで参ります。
